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SATAコネクタとFPGA，DRAMを搭載した必要最小限のFPGAボード

✓ SATA経由でアクセスするのに必須な最小限のコンポーネントを1枚のボードに凝縮

✓ ユーザロジックとはFMCのLVDS経由での高速通信でデータを送受信

✓ SATA Gen2.1 (最大300MBps) に対応．高速・大容量のストレージをFPGAに直結可能

SATAプロトコル処理はIPコアで処理．ユーザロジックはUPLでアクセス可能

✓ CRC計算やスクランブル，物理層のトランザクションの考慮は不要

✓ ユーザロジックではSATA用のタイミング制約の考慮が不要

専用IPコア (e7sata_fis_upliface)RESET,

SYS_CLK(150MHz), 

SYS_CLK_LOCKED

GTPoob_control

Sata_link_layer_sender_upliface

UPLから受信したFIS送信要求を、

FISパケットに変換して送信する。

SYNCとHOLDの処理を行う。

Sata_link_layer_receiver_upliface

SATAデバイスから受信したFISパケットを

UPLパケットに変換する

UPL_fis_sender_input

UPL_fis_sender_output

UPL_fis_receiver_output

ディスク

(SSD, HDD)

SATAポート x2

を搭載

FMCで他のFPGAボードと接続

Spartan6搭載

DRAM 2Gbit


